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1緒    言

本報では栽培条件としての播種期及び栽植密度の相違が

裂皮粒の発生にどのように影響するかを検討 し,若干の知

見を得たのでその結果を報告する。なお,こ の試験は九州

農業試験場において実施 したものである。

2 試 験 方 法

フクユタカ,ア キヨシの 2品種を供試し,黒色火山灰土

壊の普通畑に1980年 6月 26日 (早播 ), 7月 18日 (標準 )

及び8月 7日 (晩播 )の 3時期に播種 した。栽植密度は畦

幅を60い とし,株間の調節によって,〆 当たり66,133,

208,266,399,532本 の 6水準とした。肥料 (場4)は

表 1 調査材料の諸形質

注 LAlは開花期に調査した。

低収の原因と考えられる。

2 播種期及び栽植密度の相違による裂皮粒数歩合の変動

播種期別の裂皮粒数歩合は図 1に示 すとお りである。

両品種とも裂皮粒数歩合は播種期の遅延に伴って低下する

傾向が明らかに認められる。播種期の遅延に対する低下割

合は,フ クユタカでは6月 26日 播きに対 して7月 18日 播 き

化成肥料 (3-lll-10)4 堆肥 80・ 苦土石灰 10を 基肥 と

して施用した。その他は標準耕種法に従った。裂皮の調査

は収穫後の風乾種子について行った。

3 試験結果及び考察

1 調査材料の生育・収量

表 1に示すとおりである。生育量(主茎長,L△ I)は ,

播種期間では,両品種 とも6月 26日播き>7月 18日播き>8
月7日 播きであり,品種間ではアキヨシがやや大きかった。

収量は,両品種とも7月 18日播きで高く,6月 26日播き及

び8月 7日播きは全般的に低収であった。6月 26日播さで

は,生育量は大きくなったが着業数が比較的少ないこと,

8月 7日 播きでは着奏数及び百粒重が減少したことなどが

で平均35%,8月 7日 播 きで平均 74%であり, アキヨシで

は,それぞれ54%,84%で あった。フクユタカはアキヨシ

にくらべて低下の割合が小さかった。晩播 きに伴って裂皮

粒数歩合が低下したことは百粒重が小 さくなったためと考

えられる。

栽植密度別の裂皮粒数歩合をみると(図 1),同 一播種期
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では,栽植密度を増すにつれて裂皮粒数歩合は高まり,最

高値に達 し,その後,低下する傾向が認められる。これら

6月 26日 精き   7月 18日播き   8月 7日 播き

図 : 播種期・栽植密度と裂皮粒数歩合

注 栽植密度(本 /め 1:66, 2:133,3:208,
4:266,  5:39 9, 6 :532。

の傾向は両品種ともいずれの播種期でも認められた。裂皮

粒数歩合を最 も高くする栽植密度は,両品種 とも6月 26日

播き及び7月 17日 播きでは″当たり約 20本 ,さ らに晩播き

の3月 7日 播きでは約 266本 とな り,晩播きはど高密度に

なる傾向を示 した。

3 百粒重と裂皮粒数歩合との関係

裂皮は粒の肥大が良好であると発生 しやすいが,そ うで

ない場合もあると述べている1'2,3)。 本試験では,早播き

で裂皮粒の発生が多 く,晩播きでは少ないこと,極密植で

は発生が少ないことが明らかにされた。そこで,百粒重が

裂皮粒の発生に最 も大きな関係をもつものと考え,百粒重

と裂皮粒数歩合との関係を調査し 品種別に図 2に示 した。

両品種 とも,百粒重が増大するに伴って裂皮粒数歩合は高

くなり,両者の間には有意に高い正の相関関係 (フ クユタ

カ:r-088*tアキヨシ:r_098**)が 認められた。

この結果から,播種期の早晩,栽植密度の相違によって,

裂皮粒数歩合が変動することに対 して百粒重が最も重要な

関係を果 していると考えられる。また,回帰式から裂皮の

初発する限界百粒重を推定すると,フ クユタカでは24′ 前

後,アキヨシでは20′ 前後となり,明 らかに品種 FB5差異がみ

られる。

百  粒  重 (9)

図 2 百粒重と裂皮粒数歩合 との関係

注  1)フ クユタカ  アキヨシ

2)栽植密度 (本 /め
1:66, 2:133, 3:208,
6:532

6月 26日播 き
7月 18日 播き
8月 7日 播き

4:266, 5:399,

4摘    要

フクユタカ,ア キヨシの 2品種を供試 し,異なった播種

期 (6月 26日 播 き,7月 18日 播き,8月 7日 播き)及び栽植

密度 (66,133,208,266,399,532本 /め で栽培

し,収穫後の風乾種子について,裂皮粒の発生を調査した。

その結果 ,①裂皮粒数歩合は商品種とも播種期によって著

しい差異があり,早播きが高 く,晩播きが低いこと,②裂

皮粒数歩合は各品種,各播種期とも,栽植密度を増すにつ

れて増加 し,その後,減少すること,③百粒重は両品種 と

も早播が重く,晩播 きが軽いこと ④百粒重は,栽植密度

を増すに伴って重くなる傾向を示すが極 く密植になると軽

くなること,⑤ したがって,播種期 栽植密度による裂皮

粒数歩合の差異は百粒重の差異と最 も密接に関係している

ことなどが明ら力,こ された。
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